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令
和
３
年
度
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
引
き

続
き
会
長
の
お
役
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
同
様
書
面
審
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
が
、
代
議
員
各
位
の

ご
同
意
を
い
た
だ
き
無
事
新
年
度
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
は
、
総
務
省
第
　

回
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
浜
郷

地
区
の
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
る
活
動
の
大
き
な
結
果
で

あ
り
ま
す
。
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま

す
と
同
時
に
大
き
な
責
任
を
も
感
じ

ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
「
自
分

た
ち
で
助
け
合
い
、
災
害
か
ら
命
を

守
る
。」
を
合
言
葉
に
、
防
災
対
策
を

最
重
要
課
題
と
し
、
計
画
的
に
防
災

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
「
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
基
づ
き
、「
み
ん
な
で
作
ろ

う
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
情
報
を
発
信
い
た
し
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

ま
だ
ま
だ
終
息
い
た
し
ま
せ
ん
が
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
三
重
国
体
等

の
重
大
事
業
が
せ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
、
浜
郷
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
・
代
議
員

一
同
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
、
今
後
発
生
す
る
で
あ
ろ
う

災
害
に
対
し
て
、
ま
た
各
委
員
会
の

行
事
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
年
度
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 3 2 号
発行　令和３年７月 2 0 日

25

田尻町民生委員

令和 3 年 7 月 20 日令和 3 年 7 月 20 日

団体等 定数 代議員名 備考

　宮川　清彦 会長

副会長

書記

会計

文化厚生部長

浜郷小学校ＰＴＡ １人 　見並　志伸 ＰＴＡ役員

港中学校ＰＴＡ １人 　大西　貴子 ＰＴＡ役員

浜郷小学校 １人 　平生　理恵 校長

港中学校 １人 　鈴木　節子 教頭

伊勢市消防団浜郷分団 １人 　濱口　正人 一色班長

１人 　中西　加奈　 北部支所

10人
以内

女性代表

民生委員児童委員 ５人

推薦代議員
５人
以内

自主防災隊 ５人

一色町自治会

５人

５人

田尻町自治会 ３人

黒瀬町自治会 ５人

黒瀬町中崎自治会 ２人

通町自治会

　荒木　義人
　牛江　孝之
　牛場　貴夫
　牛江　幸司
　山崎　静子 会長

　古場　敏光 副会長

　酌井　和彦 会長

　出口　元昭 書記

　米田　正　 会計

　森本　幸生 寿会

　井田　宏 青年部

　野中　良成 区長

　南平　博哉 副区長

　川端　喜好 副区長

　南平　泰徳 会計

　石原　猛 理事

　増川　武夫 会長

　宮間　吉武 書記

　薮谷　守 副会長

　酒徳　浩行 黒瀬町

　山崎　恵文 黒瀬町中崎

　神廣　敏夫 通町

　菊川　三喜男 一色町

　出口　成人 田尻町

　酒徳　和夫 黒瀬町

　安達　はるみ 黒瀬町中崎

　酒徳　佳津世 通町

　龍田　紀美子 一色町

　鈴木　信男 田尻町

スポーツ推進委員及び関係団体 １人 　出口　眞弘 スポーツ関係団体

伊勢市社会福祉協議会
　村田　修一 黒瀬町

　西井　文平 黒瀬町

　龍田　　洋 通町

　川端　安生 田尻町

　松林　信雄 田尻町

　竜田　和代 伊勢市女性団体

　濱口　美恵子 主任児童委員

　土谷　美喜子 一色町

　川端　すが子 一色町

　喜多　美佐穂 一色町

　西井　京子 黒瀬町

　杉浦　小夜子 黒瀬町

　出口　昌子 通町

　　宿 　敦美 通町

　　堀　浩子 通町

　令和２年度は、総務省・防災のまちづく

り大賞にて「消防庁長官賞」を受賞しまし

た。防災活動に行きつくところはありませ

ん。これを励み・誇りに、防災活動を続け

たいと思います。

伊勢市黒瀬町 1718 番地 7号
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総務省第２５回「防災まちづくり大賞」  
 

 

令和２年度・総務省第 回「防災まちづくり大賞」にて、浜郷地区まちづくり協議会の「五自治会

を基軸とした防災のまちづくり」と題した防災活動が認められ、「消防庁長官賞」を受賞しました。

例年ですと２月末に東京にて表彰式が行われますが、本年度は「新型コロナウイルス感染症」感染

予防のため表彰式は中止になり、 月 日県庁にて表彰伝達式が行われました。

 
 

県庁での表彰伝達式 

鈴木市長への受賞報告会 

令和 3 年 7 月 20 日

２

　
災
害
が
「
い
つ
何
処
で
ど
の
規
模
」

で
発
生
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
中
で
、

日
頃
の
訓
練
を
通
じ
て
「
災
害
へ
の
備

え
」
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
で
の
防
災
活
動
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
行
く
べ
き
か
、
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
が
加
速
し
て
お
り
、
自
助
・

共
助
の
必
要
性
を
含
め
て
、
訓
練
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
浜
郷
地
区
の
人
口
は
、
本
年
４
月
末

に
４
７
８
５
人
と
な
り
、
８
年
前
と
の

比
較
で
は
４
９
５
人
も
減
少
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
伊
勢
市
全
体
の
５
歳
未
満

の
子
供
人
口
は
８
年
前
か
ら
　
％
も
減

少
、
現
在
の
　
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

　
％
に
ま
で
上
昇
し
、
地
域
活
動
で
の

共
助
の
関
係
づ
く
り
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
大
規
模
災
害
が
各
地
で
発

生
し
、
住
民
避
難
の
早
期
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
７
月

の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
　
府
県
に
大
雨

特
別
警
報
が
出
さ
れ
た
も
の
の
避
難

が
遅
れ
、
多
く
の
方
が
被
災
し
亡
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
か
ら
、
広
域

点
」
を
置
き
災
害
本
部
を
設
置
し
た
内

容
に
変
更
し
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
は
、「
災
害
を
知
る
、
地
域
を
知
る
、

人
を
知
る
」
訓
練
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
が
、
災
害
時
の
情
報
収
集
と
組

織
対
応
の
難
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、

今
後
の
訓
練
課
題
の
発
見
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
地
域
防
災
」
に
必
要
な
事
は
、①
共

助
の
体
制
づ
く
り
、②
防
災
リ
ー
ダ
ー

作
り
、
③
住
民
参
加
を
得
た
防
災
訓
練
、

④
防
災
情
報
の
共
有
な
ど
で
す
。
訓
練

を
繰
り
返
す
こ
と
で
「
自
助
」
の
幅
を

拡
げ
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と

で
「
共
助
」
の
力
を
高
め
る
事
が
で
き

ま
す
。
引
き
続
き
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
推
進
し
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
　 

（
委
員
長
　
西
井
文
平
）

も
の
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
防
災
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
訓
練
と
な
り
、
訓
練
毎
に

参
加
人
数
や
訓
練
内
容
を
見
直
し
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
月
の
津
波
避
難
訓
練
は
、　
名
の

参
加
回
答
を
得
て
、
感
染
対
策
講
習

を
行
う
な
ど
準
備
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
台
風
接
近
の
た
め
中
止
と
し
ま

し
た
。
そ
の
為
、　
月
に
防
災
資
機
材

の
設
置
訓
練
を
参
加
者
　
名
に
て
実

施
、
三
密
を
避
け
な
が
ら
、
全
員
で

設
置
手
順
の
確
認
を
行
い
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。

　
１
月
に
は
、
浜
郷
小
学
校
６
年
生

対
象
の
防
災
教
育

(

Ｈ
Ｕ
Ｇ)

が
、
先

生
方
の
指
導
に
よ
り
、
各
教
室
に
分

か
れ
て
「
リ
モ
ー
ト
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
、
第
４
回
の
災
害
図
上

訓
練
を
、
「
災
害
時
の
組
織
対
応
に
重

災
害
で
の
行
政
主
導
の
限
界
を
補
う

た
め
、
住
民
主
体
の
取
組
み
を
強
化

し
、
住
民
自
ら
が
「
自
ら
の
命
を
守

る
最
善
の
行
動
」
を
取
る
よ
う
指
針

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
今

年
５
月
に
は
防
災
情
報
が
改
定
さ
れ
、

避
難
勧
告
が
廃
止
さ
れ
「
避
難
指
示
」

に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
自
ら

が
防
災
情
報
を
収
集
し
、
危
険
な
場

所
か
ら
の
早
期
避
難
行
動
を
求
め
る

防災機材設置訓練

『簡易トイレの設置』

小学校 HUG

『６年生も奮闘中』

災害図上訓練（DIG）

『熱心な討議』
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を
行
う
な
ど
準
備
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
台
風
接
近
の
た
め
中
止
と
し
ま

し
た
。
そ
の
為
、　
月
に
防
災
資
機
材

の
設
置
訓
練
を
参
加
者
　
名
に
て
実

施
、
三
密
を
避
け
な
が
ら
、
全
員
で

設
置
手
順
の
確
認
を
行
い
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。

　
１
月
に
は
、
浜
郷
小
学
校
６
年
生

対
象
の
防
災
教
育

(

Ｈ
Ｕ
Ｇ)

が
、
先

生
方
の
指
導
に
よ
り
、
各
教
室
に
分

か
れ
て
「
リ
モ
ー
ト
」
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
、
第
４
回
の
災
害
図
上

訓
練
を
、
「
災
害
時
の
組
織
対
応
に
重

災
害
で
の
行
政
主
導
の
限
界
を
補
う

た
め
、
住
民
主
体
の
取
組
み
を
強
化

し
、
住
民
自
ら
が
「
自
ら
の
命
を
守

る
最
善
の
行
動
」
を
取
る
よ
う
指
針

が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
今

年
５
月
に
は
防
災
情
報
が
改
定
さ
れ
、

避
難
勧
告
が
廃
止
さ
れ
「
避
難
指
示
」

に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
自
ら

が
防
災
情
報
を
収
集
し
、
危
険
な
場

所
か
ら
の
早
期
避
難
行
動
を
求
め
る

防災機材設置訓練

『簡易トイレの設置』

小学校 HUG

『６年生も奮闘中』

災害図上訓練（DIG）

『熱心な討議』

415
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30
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令和 3 年 7 月 20 日

県庁での表彰伝達式

鈴木市長への受賞報告会

総務省第２５回「防災まちづくり大賞」  
 

 

令和２年度・総務省第 回「防災まちづくり大賞」にて、浜郷地区まちづくり協議会の「五自治会

を基軸とした防災のまちづくり」と題した防災活動が認められ、「消防庁長官賞」を受賞しました。

例年ですと２月末に東京にて表彰式が行われますが、本年度は「新型コロナウイルス感染症」感染

予防のため表彰式は中止になり、 月 日県庁にて表彰伝達式が行われました。

 
 

県庁での表彰伝達式 

鈴木市長への受賞報告会 
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荒 木 義 人 

村 田 修 一 

山 崎 静 子 

増 川 武 夫 

酌 井 和 彦  

宮 川 清 彦 

牛 江 孝 之 

古 場 敏 光 

米 田   正 

出 口 元 昭 

野 中 良 成 

南 平 博 哉 

川 端 喜 好 

宮 間 吉 武 

西 井 文 平 

松 林 信 雄 

龍 田   洋 

川 端 安 生 

竜 田 和 代 

出 口 昌 子 

西 井 京 子 

鈴 木 信 男 

井 田   宏 

龍 田   洋 

南 平 可菜子 

　
令
和
３
年
度
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
引
き

続
き
会
長
の
お
役
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昨
年
同
様
書
面
審
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
が
、
代
議
員
各
位
の

ご
同
意
を
い
た
だ
き
無
事
新
年
度
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
に
は
、
総
務
省
第
　

回
「
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
浜
郷

地
区
の
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
る
活
動
の
大
き
な
結
果
で

あ
り
ま
す
。
大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま

す
と
同
時
に
大
き
な
責
任
を
も
感
じ

ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
「
自
分

た
ち
で
助
け
合
い
、
災
害
か
ら
命
を

守
る
。」
を
合
言
葉
に
、
防
災
対
策
を

最
重
要
課
題
と
し
、
計
画
的
に
防
災

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
「
浜
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
に
基
づ
き
、「
み
ん
な
で
作
ろ

う
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
情
報
を
発
信
い
た
し
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

ま
だ
ま
だ
終
息
い
た
し
ま
せ
ん
が
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
三
重
国
体
等

の
重
大
事
業
が
せ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
、
浜
郷
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
役
員
・
代
議
員

一
同
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
力
を

合
わ
せ
、
今
後
発
生
す
る
で
あ
ろ
う

災
害
に
対
し
て
、
ま
た
各
委
員
会
の

行
事
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
年
度
も
、
ご
理
解
・
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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田尻町民生委員

令和 3 年 7 月 20 日令和 3 年 7 月 20 日

団体等 定数 代議員名 備考

　宮川　清彦 会長

副会長

書記

会計

文化厚生部長

浜郷小学校ＰＴＡ １人 　見並　志伸 ＰＴＡ役員

港中学校ＰＴＡ １人 　大西　貴子 ＰＴＡ役員

浜郷小学校 １人 　平生　理恵 校長

港中学校 １人 　鈴木　節子 教頭

伊勢市消防団浜郷分団 １人 　濱口　正人 一色班長

１人 　中西　加奈　 北部支所

10人
以内

女性代表

民生委員児童委員 ５人

推薦代議員
５人
以内

自主防災隊 ５人

一色町自治会

５人

５人

田尻町自治会 ３人

黒瀬町自治会 ５人

黒瀬町中崎自治会 ２人

通町自治会

　荒木　義人
　牛江　孝之
　牛場　貴夫
　牛江　幸司
　山崎　静子 会長

　古場　敏光 副会長

　酌井　和彦 会長

　出口　元昭 書記

　米田　正　 会計

　森本　幸生 寿会

　井田　宏 青年部

　野中　良成 区長

　南平　博哉 副区長

　川端　喜好 副区長

　南平　泰徳 会計

　石原　猛 理事

　増川　武夫 会長

　宮間　吉武 書記

　薮谷　守 副会長

　酒徳　浩行 黒瀬町

　山崎　恵文 黒瀬町中崎

　神廣　敏夫 通町

　菊川　三喜男 一色町

　出口　成人 田尻町

　酒徳　和夫 黒瀬町

　安達　はるみ 黒瀬町中崎

　酒徳　佳津世 通町

　龍田　紀美子 一色町

　鈴木　信男 田尻町

スポーツ推進委員及び関係団体 １人 　出口　眞弘 スポーツ関係団体

伊勢市社会福祉協議会
　村田　修一 黒瀬町

　西井　文平 黒瀬町

　龍田　　洋 通町

　川端　安生 田尻町

　松林　信雄 田尻町

　竜田　和代 伊勢市女性団体

　濱口　美恵子 主任児童委員

　土谷　美喜子 一色町

　川端　すが子 一色町

　喜多　美佐穂 一色町

　西井　京子 黒瀬町

　杉浦　小夜子 黒瀬町

　出口　昌子 通町

　　宿 　敦美 通町

　　堀　浩子 通町

　令和２年度は、総務省・防災のまちづく

り大賞にて「消防庁長官賞」を受賞しまし

た。防災活動に行きつくところはありませ

ん。これを励み・誇りに、防災活動を続け

たいと思います。

伊勢市黒瀬町 1718 番地 7号

３ ３


